
２-２　 協働、人権尊重、男女共同参画社会の実現

1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

1,874 1,824 1,824 1,824

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

海外県人会は、長野県にルーツがあることの歴史を重要視しており、近年初めて会長が2世世代から選出されるなど、世代交代が進む

中、県人会との関係を維持していくことが必要である。在ブラジル長野県人会訪問時にも、参加していたアルゼンチン県人会の代表を含

め、当該事業及び海外技術研修員受入事業への感謝と継続希望があった。特に日本語学校の運営は長野県・日本の良さを次の世代に

つなげ、日本関連イベントへの出展は県に代わり長野県ＰＲとなるものであり、引き続き事業を継続していく。

目標に対

する成果

の状況

海外県人会に補助金を交付することにより、本県出身者による日系人社会の発展と友好関係の促進とともに、移住者子弟に対する日本語

教育の普及が図られた。

また、平成26年度は在ブラジル長野県人会の創立55周年にあたる年であり、知事訪問にあたっては日本国内からでは容易にできない要

人との会見や記念式典の開催など、県人会をあげての対応により、当初予定通りの行事を実現することができた。

55周年では海外技術研修員として来県した若い世代、アリアンサ入植90周年では日本語学校の生徒が日本語での発表を行うなど日本文

化の継承が図られている。

 概算事業費（B（A）+C） 3,452 3,476 3,476 3,476

1,652 1,652

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの

財源

1,824 1,824

概　算

人件費

0.20 0.20 0.20 0.20

1,652

1,800 1,824 1,824

1,652

1,824 1,824 1,824

合計（A) 1,874 1,824

３回

26年度26年度26年度26年度 27年度

当初予算 1,874

補正予算

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

海外県人会運営費補助 補助金

海外県人会（ブラジル・アルゼンチン）の運営支援のた

め、補助金を交付する。

1,824 1,824 1,824

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

海外への移住については、県が推進した経過もあり、広域自治体である県が責任を持って実施す

べきものであり、一定の支援を継続する必要がある。

課・室 国際課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail kokusai@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

1,824

本県出身の移住者の移住先国の日系人社会においての地位向上及び、本県との友好関係促進のため現地日系人社会との架け橋となる

人材育成に役立てられる

○海外県人会の活動及び運営に係る支援

○移住者子弟の日本語教育に活用

成果目標の達成状況

項目

日本関連イベントへの出展・参加

日本語学校の運営

研修員派遣事業の活用

事業番号 07 06 06 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 海外県人会運営費補助金海外県人会運営費補助金海外県人会運営費補助金海外県人会運営費補助金
担

当

課

部局 県民文化部

4 国際化の推進 実施期間 H16 ～

１人 達成 １人

3回 ３回 達成

達成３校 3校 ３校

１人 １人

○日本関連イベントへの出展・参加　３回

○日本語学校の運営　３校

○研修員派遣事業の活用　１人

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

3回

3校

合計 1,824 1,824


